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１． 研究目的 

臨床現場で日々，生死の境をさまよう患者を

相手にしている医師にとって，患者の「死」は

非日常ではなく，日常に否応なく組み込まれざ

るを得ないと推測される．かつて，日本では日

常生活の中に死が位置付けられていたが，近年，

日本における自宅での死亡率は年々減少傾向に

ある．厚生労働省（2014）によると，1951 年で

は病院での死亡率は 11.6％，自宅での死亡率は

82.5％となっていたが，2014 年では病院での死

亡率は 77.3％，自宅での死亡率は 12.8％となっ

ている．死亡場所として自宅が多かったころは，

遺体の処理などは家族が行うなど，物理的・心

理的に人の死が身近にあったが，現在は病院内

の医療従事者が患者の死後のケアを行うなど，

「死は病院が扱うもの」，という認識が強まり，

人の死は病院内で解決されるもので，自宅など

日常生活に介入するのはタブー視される傾向が

考えられる． 
そのような中で，人の命と向き合う職業であ

り，その過程で死に触れ合う機会の多い医師は，

身近で触れ合う死をどのように受容していくのだ

ろうか．そしてまたそのプロセスと死生観はどの

ような関係にあるのだろうか．死を考えることに

ついて，ネガティブなイメージを喚起させると

いう否定的な意見も多くあるが，「人が目的のな

い虚しい人生を送ってしまう原因の一つは，死

の否認であり，死を意識することによって，人

生は最後の段階まで成長する」（Ross，1975）と

いう意見あることから，人間が死について考え

ることの重要性についても注目し，検討してい

く必要がある． 
 

医師の死生観研究 

社会学の立場から医師の死生観を研究してい

る橘（2004）は「色んな患者の色んな生き様そ

して死にざまを目の当たりにしながら，医療者

は死にゆく人から多くを学ぶことができる」と

述べており，医師にとって患者との死別体験は，

医師の死生観にも大きく影響することが示唆さ

れる．しかし橘（2004）は「日常的に客観的立

場から人の死に関わりながら，その人の命の責

任を負う立場にあるという一般の人々が持ちえ

ない様々な精神的ストレスは，決して肯定的な

死生観を育むものではない」ということについ

ても指摘し，患者をなくすというストレスフル

なイベントが医師自身の死生観にネガティブな

影響を及ぼす可能性が考えられる．またジャー

ナリストの梶は多くの医師を対象に死生観につい

てインタビューした内容を報告している（梶，

2018）．その中では「死というものを身近に感じ

ていないと，生きることにも一生懸命になれな

いのではないかと思うんです．人間は，必ず死

ぬ．それも，いつ襲ってくるかわからない．」と

いった，死が身近である職業ならではの考え方

や死生観が多くみられた．またインタビューに

答えた多く医師が，「とても印象的な患者がい

た」と答え，その患者が病院に通い始めてから，

亡くなるまで，そして亡くなってしまった後に

感じた自身の感情について鮮明に覚えていると

のことだった．このように，医師の中で患者が

亡くなってしまうことと，その出来事に伴う自

身の感情は死生観に大きく影響し，その死生観

から医師としての新たな考え方や，職業的責任

を考えていくのではないかと推測される． 
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医師の中でも精神科医は患者の精神疾患が直接

的な死因になるとは限らず，自死が多いといわれ

ている．この担当患者の自死による喪失体験は，

医師にとって大きなストレスイベントであると考

えられる．精神科における患者の自死というスト

レスイベントに対して，ポストベンションが必要

とされるが，その態勢は十分に整っていないと指

摘されている．また，ポストベンションを行って

いる大規模な病院であっても精神科医は臨床心理

士・公認心理師と共に看護師など他職種のポスト

ベンションを行う立場に回ることが多い．このよ

うに，患者の死によって影響を受けつつも職業的

立場から他のスタッフをフォローするなどによっ

てうまく悲嘆反応を表出できない可能性があり，

潜在化される悲嘆反応（菅原，2022）は精神科医

師個人の死生観にも大きく影響するのではないだ

ろうか． 
そこで本研究では精神科医師の死生観の形成プ

ロセスを喪失体験との関係から明らかにすること

を目的とする．本研究により，将来的に精神科領

域における多職種連携・チーム医療の基礎となる

知見が得られることが期待される． 
 

方法 

研究１：精神科医師の執筆した死生観に関する文

献を M-GTA（修正版グラウンデット・セオリー・

アプローチ）を用いて分析し，精神科医師の死生

観の形成プロセスに関する仮説モデルを生成する

予定である． 
 
研究２：研究対象者は臨床経験 10 年以上の精神科

医師，3 名に実施する予定である．研究方法はイ

ンタビュー調査（1 人 60 分程度）とする．なお本

研究では死別体験などストレスフルなイベントに

ついての回答も含む可能性があるため，調査を行

う前にインタビュー項目に目を通していただくよ

うお願いする予定である． 
調査実施後は逐語データを作成する．逐語デー

タは M-GTA（修正版グラウンデット・セオリー・

アプローチ）を用いて分析し，研究１の仮説モデ

ルを精緻化する予定である． 
 
２． 研究実施内容 

日本心理臨床学会第 41 回大会に参加し，死生

観研究について様々な知見を得ることができた．

6 月～2 月にかけて，医師の死生観研究についての

文献や分析方法としている M-GTA（修正版グラウ

ンデット・セオリー・アプローチ）に関する文献

を収集し，検討を行った． 
また，研究の予備調査として，精神科医 1 名に

研究について相談させていただき，インタビュー

調査を行う際のインタビュー項目を決定した．イ

ンタビュー項目は①経験年数，②医師を志した理

由，③仕事上とプライベート上で，自分自身の死

生観に影響するような出来事について，④医師の

仕事を通じて，ご自身の死生観に変化はあったか，

の 4 つをインタビュー項目として，縁故法を用い

て，臨床経験 10 年以上の精神科医 3 名にインタビ

ューを行うことを決定した．3 月には， 専攻内で

行われる修士論文構想発表会にて，発表を行い

様々な指摘を得て，より詳細な研究計画へと修正

を行った． 
 
３． まとめと今後の課題 

 まとめとして，今年度は医師の死生観研究や分

析方法について理解を深めた．そして，研究の予

備調査として，精神科医１名に研究について相談

させていただき，インタビュー項目を決定した． 
今後の予定としては，令和 4 年度 3 月に大妻女

子大学生命科学研究倫理委員会に研究計画を提出

し，認証が得られ次第，調査を実施する． 
 
付記 

本研究は，大妻女子大学人間生活文化研究所令

和 4 年度大学院生研究助成(B)(DB2223)より研究

助成を受け行った．採択時の研究課題名は「精神

科医療従事者における患者の自殺後の心理的対処

ー職種の差に着目してー」であった． 
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